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ま え が き 

 

本報告書は、失業等給付に関する雇用保険業務統計を分析したものである。まず、保険料

収入、被保険者数、基本手当や雇用継続給付等の各種給付の受給者数や支給額などについて、

現行制度発足の 1975 年度以降の動きを中長期的にみた。 

次いで、収支差と積立金の動きをみた上で、積立金の果たす役割の整理を試みた。給付の

うち基本手当は、雇用失業情勢の影響で、年によっては倍近く変動する。そのため、単年度

の収支が均衡することが稀である。積立金は、経済変動をはじめとして様々な要因によって

発生する収支差を長期的に均すという重要な機能を持つものである。また、民間の保険では、

支払い余力を示す基準としてソルベンシー・マージン比率が用いられる。ソルベンシー・マー

ジン比率の考え方を雇用保険の積立金に当てはめたとして、どのような計算が考えられるか、

考察も行った。 

さらに、リスク管理の手法に、モンテカルロ・シミュレーションがある。モンテカルロ・

シミュレーションは、前提の一部を変えつつシミュレーションを繰り返すことで、起こり得

る可能性を検証する手法である。これを雇用保険で行うとしたらどのようなものが考えられ

るか、可能性を探る一環として、試算を試みた。 

本報告書が、関係者の参考となれば幸いである。 
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注意 

１ 対象とする収入と支出は、雇用保険二事業分を除くものである。雇用保険二事業とは、

雇用安定事業と能力開発事業（雇用保険法第 63 条に規定されるものに限る。）のことで、

本報告書では単に「二事業」と呼ぶ。 

２ 給付の仕組、内容などは、本文では必要最小限しか説明していない。詳しくは、巻末

の附属資料「用語の説明」を参照されたい。 

３ 図の基データは、巻末にまとめた。 

４ 統計の出所は、断りがなければ厚生労働省「雇用保険事業年報」である。 
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